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去る１０月８日（月）～１１日（木）、【3 泊 4 日】で実施いたしました福島市中学生派遣事業は、市内中

学２年生３０名を団員として、長崎県長崎市を訪問してきました。 

 当初、今年度も中国北京市へ訪問し、学校交流やホームステイなどの国際交流事業を計画し、実施に向けて

準備を進めて参りましたが、諸情勢の変化に伴い、団員の安全確保の観点から派遣先を長崎市に変更して実施

いたしました。 

 長崎市では、地元の民間国際交流団体『東山手地球館』による在留外国人とのワークショップや長崎市立桜

馬場中学校との学校交流などを通して、長崎独自の異国あふれる文化、平和の尊さについて、考える機会を得

ることができました。 

また、団員は、班ごとに取り組んだ『震災復興スピーチ』を各交流先で披露し、テレビや新聞報道だけでは

伝わらない福島市の現在の状況や復興へ向けての歩みを自分たちの声で伝え、『福島市にぜひお越しください』

と、長崎市民に強く訴えかけました。 

報告会では、『震災復興スピーチ』を長崎市で発表したときの映像を流し、各班それぞれ『震災復興スピー

チ』を通して何を一番伝えたかったのか、苦労した点、工夫した点などを発表しました。 

 団員３０名は、報告会までの短い期間の中で、自分たちの成果を伝えるため互いに連絡を取りながら協力し

あい、当日の報告会では涙を誘う、感動する報告会となりました。 

 この派遣事業実施にあたりご支援ご協力いただきました関係者のみなさんに深く感謝を申し上げます。 

                                         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島市中学生３0 名が、長崎県長崎市で長崎の異国情緒あふれる独自の文化や、世

界に向けて平和を発信し続ける平和教育の最前線を体験してきました。 

特に長崎市立桜馬場中学校との学校交流では、迫力ある和太鼓演奏、調和のとれた

合唱、英語による平和学習発表が披露され、３学年 182 名もの生徒の皆さんが福島市

中学生派遣団を温かくそして盛大に歓迎してくださいました。 

福島市中学生派遣団も大勢の皆さんの前でとても緊張したとは思いますが、それぞ

れ立派に自らの声で福島の現状について訴えました。 

また、これらの交流の様子は地元のテレビでも放送され、福島市中学生派遣団が長

崎市を訪問したことは長崎県内にも発信されることとなり、長崎での福島に対する関

心の高さを知ることができました。 

3 泊 4 日という短い期間ではありましたが、長崎市民の心の温かさに触れられたの

と同時に、団員それぞれ友情を深めあい、大きく成長できた長崎派遣でした。 

派遣期間 １０月 8 日（月）～１１日（木）【３泊４日】 

派遣場所 長崎県長崎市 

活動内容 １、長崎市立桜馬場中学校との学校交流 

全体交流会 

・桜馬場中学校（和太鼓演奏、合唱、平和学習発表） 

・派遣団（震災復興スピーチ披露、合唱） 

     ２、東山手地球館との国際交流事業 

       ・7 カ国の在留外国人とのワークショップ体験 

     ３、長崎市教育委員会表敬訪問 

４、見学 

①長崎さるく体験（街歩き） 

孔子廟、グラバー園など 

②原爆資料館、永井隆記念館 

③平和記念公園 
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表敬訪問を受けていただいた 
馬場教育長さん（右から２番 
目）はじめ長崎市教育委員会 
の皆さん 

 
長崎市教育委員会の皆さんの前
で『震災復興スピーチ』を披露
する 6 班のメンバー 
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団員代表あいさつをする 
吾妻中の佐藤優歩さん 

 



 

 

                                                      

                                                  

                                                  

                

       

                       

  

        

                                                                                                              

                       

 
 

      

                       

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 年 会 費 〕 

個人会員 １，０００円 

学生・生徒
会員 

   ５００円 

団体会員 １０，０００円 

-４- 

～震災復興！ふれあいバスツアー～ 

 相馬市の震災復興の現状を視察し、福島市の温

泉で入浴、観光果樹園でりんご狩りなどを体験し

ました。 

当日はあいにくの雨でしたが、27 名の市民、留

学生が参加し、福島の魅力を共に満喫していまし

た。 

ランク 国 名 人 数 前年同月比 

１ 中  国 ５７３ －９８ 

２ フィリピン ３６３ ９ 

３ 韓国･朝鮮 １７２ －１０ 

４ アメリカ ４３ －３ 

５ ネパール ２８ －１２ 

そ の 他 １６７ －１１ 

合   計 １３４６ －１２５ 

 

福島市の外国人登録者数 
総数 １，３３２人（前月比 －７人） 

２０１２．１１月末現在 

☆日時：平成 25 年 1 月 19 日（土）15 時～17 時 

☆会場：イタリアンカフェ ローレンリーフ 

        (福島市栄町１－１パワーシティピボット１F) 

☆会費：お一人様 学生/1,０00 円 

         会員/2,０00 円 

         一般/3,０00 円 

    （未成年の方は保護者同伴となります） 

☆内容：１．様々な国の新年の過ごし方や行事につい

ての紹介、日本の正月の感想など 

    ２．ビンゴ大会など 

（パーティー料理、2 時間飲み放題※アルコール含む） 

☆定員：30 名（定員に達し次第、締切り） 

☆申込：平成 25 年 1 月 1１日（金）までに、 

電話・FAX・メールにてお申込ください。 

福島市国際交流協会事務局（福島市市民活動支援課） 

℡：525-3739 Fax：535-2901 

E-mail：katsudo@mail.fukushima.fukushima.jp 


